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AVR483 : DB101ﾌｧｰﾑｳｪｱ - 開始に際して

1. 序説
AVR482応用記述で提供されるDB101用のｿﾌﾄｳｪｱ単位部を全て持つことは大事ですが、あな
たは何処から始めますか?。あなた自身の小さな応用を作るのに何が必要ですか?。きっと、あ
なたはDB101と共に出荷されて来る実装応用で取り掛かるのを望まず、がっかりします。

この応用は新しいﾌｧｰﾑｳｪｱ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの作り方を段階的に説明し、基本図形応用に対してほ
んの僅かの本質的要素を追加し、そしてそれを構築してDB101でそれを動かします。

要点
■ 詳細な予行
■ IAR Embedded Workbechを使用
■ 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄから実行ｺｰﾄﾞまで
■ AVR482応用記述からの単位部を使用

2. あなたの最初のDB101応用
 1. 最初に、IAR Embedded Workbench®

を開いてください。この検討はIAR®E 
W 4.30A版に基きます。4Kﾊﾞｲﾄにｺｰ
ﾄﾞ量制限された自動ｲﾝｽﾄｰﾙ版で問
題ないでしょう。図2-1.で示されるよう
に"Create new project in current wo 
rkspace(現在の作業空間に新規ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄを作成)"を選択してください。

 2. "Create New Project(新規ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ作成)"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠が開き
ます。図2-2.で示されるように
"Empty poject(空ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)"
を選択して"OK"をｸﾘｯｸしてく
ださい。

図1-1. DB101基板

図2-1. "Startup"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠

図2-2. "New Project"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠
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 3. その後IARは図2-3.で示されるように、あなた
の新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して位置とﾌｧｲﾙ名を選
択するように、あなたへ問います。何処かに新
しいﾌｫﾙﾀﾞを作成して、あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対
する名前を選択してください。我々はそれを
"MyFirstApp"と呼ぶように選びました。進むた
めに"Save(保存)"をｸﾘｯｸしてください。

図2-3. "Save Project"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠

 4. 今やあなたはｴﾃﾞｨﾀに新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを持ちます。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにﾌｧｲﾙを追加する前に、使う
AVRﾃﾞﾊﾞｲｽに従ってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択を構成設定する必要があります。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選
択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を開くには、図2-4.で示されるように、"Project"ﾒﾆｭｰ内の"Options"項目を選
んでください。

図2-4. "Project"ﾒﾆｭｰ

 5. "General Options(全般任意選択)"分類、そしてそ
の後に"Target(目的対象)"ﾀﾌﾞを選んでください。
引き落とし枠内のATmega1281ﾃﾞﾊﾞｲｽが図2- 5.で
示されます。

図2-5. "Target"ﾀﾌﾞ任意選択
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 6. 次に同じ分類内の"System"ﾀﾌﾞを選択し、"Enable 
bit definitions in I/O-include files(入出力ｲﾝｸﾙｰ
ﾄﾞ ﾌｧｲﾙ内のﾋﾞｯﾄ定義を許可)"枠がﾁｪｯｸされてい
ることを確認してください。また"Data stack"と"Ret 
urn address stack"の値が図2-6.で示されるように
設定されていることを確認してください。

図2-6. "System"ﾀﾌﾞ任意選択

 7. "C/C++ Compiler"分類、その後に"Optimizations
(最適化)"ﾀﾌﾞを選択してください。Medium(中) Size
(量)最適化が選択されていることを確認してくださ
い。このﾀﾌﾞは図2-7.で示されます。

図2-7. "Optimizations"ﾀﾌﾞ任意選択
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 8. 次に同じ分類内で"Preprocessor"ﾀﾌﾞを選択し、図
2-8.で示されるようにｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ ﾊﾟｽ枠内に
"$PROJ_DIR$"を入力してください。これは全てのﾗ
ｲﾌﾞﾗﾘとﾄﾞﾗｲﾊﾞの単位部ﾌｧｲﾙに関してﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 
ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの内側を調べることをｺﾝﾊﾟｲﾗへ告げま
す。

図2-8. "Preprocessor"ﾀﾌﾞ任意選択

 9. "Linker"分類、その後に"Output"ﾀﾌﾞを選択してく
ださい。図2-9.で示されるように、"ubrof 8 (force 
d)"形式が選択されていることを確認してください。
その後、あなたの変更を適用するために"OK"をｸ
ﾘｯｸしてください。

図2-9. "Output"ﾀﾌﾞ任意選択

10. ここはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ設定とその他全てと共にあなたの作業空間全体を保存する良い時です。図2-10.で
示されるように、"File"ﾒﾆｭｰ内の"Save All"項目を選んでください。これはあなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ設定を
保存して、あなたを"Save Workspace"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠へ導きます。

図2-10. "File"ﾒﾆｭｰ
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11. そしてIARは図2-11.で示されるように、あなた
の作業空間に対する位置とﾌｧｲﾙ名を選択す
るようにあなたへ問います。我々はあなたのﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙの残りと同じﾌｧﾙﾀﾞ内にあなたが作
業空間を置くことを推奨します。

図2-11. "Save Workspace"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠

12. 次に、DB101ﾌｧｰﾑｳｪｱ一式から新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｫﾙﾀﾞに少しのﾌｧｲﾙを
複写することが必要です。図2-12.は必要なﾌｧｲﾙを複写した後のﾌｫﾙﾀﾞ
内容を示します。全てのﾌｧｲﾙがこの実演に於いて直接使われる訳では
ありませんが、いくつかの単位部間に依存性があり、故に示された全ての
ﾌｧｲﾙがそれらに必要です。

図2-12. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｫﾙﾀﾞ内容

13. そしてﾌﾛｼﾞｪｸﾄにｿｰｽ ﾌｧｲﾙの追加が必要です。図2-13.で示されるように、"Project"ﾒﾆｭｰ
内の"Add Files"項目を選んでください。

図2-13. "Project"ﾒﾆｭｰ
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14. "Add Files"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で、図2-14.で示されるよ
うに、".c"拡張子を持つ全てのﾌｧｲﾙである全
ｿｰｽ ﾌｧｲﾙを選択してください。そしてあなたの
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにﾌｧｲﾙを追加するために"Open"をｸ
ﾘｯｸしてください。

図2-14. "Add Files"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠

15. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに追加された全てのﾗｲﾌﾞﾗﾘやﾄﾞﾗｲﾊﾞ単位部と共に、実演応用に対し
て主ｿｰｽ ﾌｧｲﾙの生成が必要です。図2-15.で示されるように"File"ﾒﾆｭｰ内の
"New"⇒"File"項目を選択してください。IARは"Untitled1"または同様の何かと
名付けられた新しいﾌｧｲﾙを作成して、そのﾌｧｲﾙをｴﾃﾞｨﾀ内に開きます。

図2-15. "File"ﾒﾆｭｰ

16. この資料と共に来るｺｰﾄﾞ一式内で"main.c"ﾌｧｲﾙを探して、その内容をｴ
ﾃﾞｨﾀ内の新しいﾌｧｲﾙに複写してください。ｴﾃﾞｨﾀは今や図2-16.で示さ
れるように見えるでしょう。

図2-16. ﾌｧｲﾙ内容

17. 次にあなたはこの新しいﾌｧｲﾙを保存するでしょう。図2-17.で示されるように"File"ﾒﾆｭｰ内の"Save"
項目を選んでください。

図2-17. "File"ﾒﾆｭｰ
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18. これはあなたが新しいﾌｧｲﾙを保存する初回な
ので、IARはあなたにﾌｧｲﾙ名を問います。図
2-18.で示されるようにそれを"main.c"と呼ぶよ
うに選びます。

図2-18. "Save File"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠

19. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに追加されるべき新しいﾌｧｲﾙが必要です。1つだけの新しい
追加ﾌｧｲﾙがある時にこれを行う簡単な方法は、"Workspace(作業空間)
"ｳｨﾝﾄﾞｳ内のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名の上で右ｸﾘｯｸして、図2-19.で示されるように
"Add"そして"Add"main.c""を選ぶことです。

図2-19. 右ｸﾘｯｸ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾒﾆｭｰ

20. 図2-20.で示されるように、今は再びﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと作業区間を保存する良い時です。あなたが既にﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ、作業空間そしてｿｰｽ ﾌｧｲﾙに名前を与えているため、IARはあなたに再び名前を問いませ
ん。

図2-20. "File"ﾒﾆｭｰ
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21. 全ﾌｧｲﾙ準備完了で、応用をｺﾝﾊﾟｲﾙして構築する時です。図2-21.で示されるように
"Project"ﾒﾆｭｰ内の"Make"項目を選んでください。

図2-21. "Project"ﾒﾆｭｰ

22. 構築処理中、ﾒｯｾｰｼﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳは進捗を表示します。構築完了時、ﾒｯ
ｾｰｼﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳは図2-22.で示されるように異常なしと警告なしを報告す
るでしょう。そうでなければ、異常または警告を探し出してそれを解決し
てください。

図2-22. "ﾒｯｾｰｼﾞ"ｳｨﾝﾄﾞｳ

23. 実演応用はDB101上での走行用に組み込み準備が整っ
ていません。図2-23.で示されるように、AVR Studio®を開
いて"Welcome(ようこそ)"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠内の"Open"をｸﾘｯｸし
てください。

図2-23. "ようこそ"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠

24. "Open Project File or Object File(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 
ﾌｧｲﾙまたはｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを開く)"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ
枠で、あなたの実演応用のためのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾌｧｲ
ﾙを探し出して選んでください。図2-24.で示さ
れるように、ﾌｧｲﾙ名はあなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名と
同じでしょう。そこで"Open"をｸﾘｯｸしてくださ
い。

図2-24. "Open Project File or Object File"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠
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25. AVR StudioはあなたにAVR Studioのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
に対するﾌｧｲﾙ名に関して問います。図2-25.
で示されるように、提案されたﾌｧｲﾙと位置をあ
なたがただ受け入れることを推奨します。

図2-25. "Save AVR Studio Project File"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠

26. 次に、あなたには使うﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ基盤とﾃﾞﾊﾞｲｽの選択
が必要です。図2-26.で示されるように"JTAGICE 
mkⅡ"と"ATmega1281"を選んでください。JTAGI 
CEmkⅡがあなたのｺﾝﾋﾟｭｰﾀとDB101基板に接続
され、そして両方が給電されているのを確認し、そ
の後に"Load"をｸﾘｯｸしてください。

図2-26. "Debug and Platform Selection"ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠

27. AVR Studioは今やあなたのJTAGICEmkⅡに繋がっており、DB 
101基板上のATmega1281内にあなたの応用を書き込んでくだ
さい。短い間の後、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業が始まり、図2-27.で示されるよ
うに、AVR Studioはｺｰﾄﾞ実行がmain()関数の先頭行で停止さ
れていることを示します。

図2-27. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業走行待機
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28. 今や、あなたが行わなければならないことの全ては"Debug"ﾒﾆｭｰ内の"Run"項目を
選び、そしてLCDで行を変えるのにｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸを使うことです。

図2-28. "Debug"ﾒﾆｭｰ

29. あなたが望むなら、ｺｰﾄﾞ実行を中断してIARに戻り、ｺｰﾄﾞを変更してAVR Studioへ戻り、再読み込み(Reload)を受け入れてその後
に再びｺｰﾄﾞを走行することができます。さあ楽しんでください!
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